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7. 利用資源の配分と共通的なシステム運用経費分担(2/2)

H-IIBロケット
（種子島宇宙センター）

きぼう

HTV
予想図

① 国際宇宙ステーションへ無人で安全に物資を輸送する
我が国初の補給船

② 国際宇宙ステーション運用や「きぼう」の運用・利用に必要な補
給品（食料や水、大型実験装置など）の輸送サービスを提供。

③ 2009年～2015年に毎年1機（計7機）を打上げ。

④ 2010年のスペースシャトル退役後は、船外大型機器、船内実験
ラックを輸送できる唯一の手段であり、
国際宇宙ステーション全体の運用を支える重要な役割を担う。

【主要諸元】
・全長：約10m，直径：約4.4m
・質量：約10.5トン(補給品除く)
・補給品搭載能力：最大6トン
・廃棄品搭載能力：最大6トン

日本の宇宙ステーション補給機（HTV）は、有人施設への輸送技術
の獲得と、その物資輸送によって、我が国のISS共通経費の分担責
任を果たす事を目的に開発。

http://jda.jaxa.jp/jda/p4_download_j.php?mode=search&f_id=12068&genre=1&category=1009
http://jda.jaxa.jp/jda/p4_download_j.php?mode=search&f_id=12061
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8. ISS計画の現状(1/3)
ISS概要

宇宙ステーション補給機「HTV」

H-IIBロケットによる
HTV打上げ

想像図

完成形態

我が国の
参加

太陽電池パドル（米国）

ロシア実験棟・居住棟

日本実験棟「きぼう」

結合部（米国）
欧州実験棟

ロボットアーム（カナダ）

米国実験棟 HTV

• 大きさ：約109m×73m （サッカー場と同じくらい）

• 重さ： 約420トン

• 船内の広さ： 約935m3 （ジャンボジェット機の1.5倍）

• 軌道： 地上から約400km上空

• 速度： 秒速約8km

ISS完成時（2010年）

109m
73m

進行方向

人類が今まで宇宙で経験したことのない大規模で複雑な有人宇宙施設を建設し、
運用中。現在、約95%程度まで組立てを完了した。日本の実験棟「きぼう」（2009年
7月完成）を含め、利用を開始した。2010年に完成予定。



H20                    H21                  H22     H23                  H24            H25      H26     H27
2008                  2009                  2010               2011                2012           2013    2014   2015

･船内保管室

「きぼう」運用・利用開始

「きぼう」組立

H20.3.11 6.1 H21.7.16
2便目(1J)

1便目
(1J/A) 3便目(2J/A)

ISS組立完了後、シャトル退役

H21～H27の間、年１機程度、計7機打上げ

若田飛行士
長期滞在(2J/A組立)

（任務完了）
（H21.3～H21.7）

宇宙ステーション補給機（HTV）

HTV1

8. ISS計画の現状(2/3)
我が国の主要スケジュール

野口飛行士
長期滞在中

(H21.12～H22.6)

土井飛行士
1J/A搭乗
（任務完了）

星出飛行士
1J搭乗

（任務完了）

古川飛行士
長期滞在（予定）

（H23年春頃から6ヵ月間）

ISS6人運用体制開始（H21年5月～）

山崎飛行士
シャトル19Aミッション搭乗
（任務完了）

（H22.4） 14

･船外実験プラッフォーム
･船外パレット

（2015年までに計6名
程度の日本人宇宙飛
行士が長期滞在予定）

･船内実験室
･ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ

H21.9.11

星出飛行士
長期滞在（予定）
（H24年初夏頃か
ら6ヵ月間）

http://www.jsc.nasa.gov/Bios/portraits/doi.jpg
http://iss.jaxa.jp/library/photo/p_022-05796.php
http://spaceflight.nasa.gov/gallery/images/behindthescenes/training/html/jsc2004e44230.html
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8. ISS計画の現状(3/3)
最近の我が国の達成事項（2008年～2009年）

①「きぼう」の完成

2008年3月からの3回のシャトル飛行後、2009年7月の
2J/Aミッションにおいて、船外実験プラットフォームの取付けを
完了し、「きぼう」が完成（2009年7月19日11時23分）。

②HTV技術実証機の成功

HTV技術実証機は、2009年9月11日にH‐IIBロケットにより
打ち上げられ、計画通りISSへの接近・結合を行った。貨物
の搬入、船外実験装置の取り付けを行い、52日間の係留
後、ISSからの分離・再突入を行った（11月2日）。

③日本人宇宙飛行士の長期滞在

若田宇宙飛行士は、2009年3月中旬から約4.5ヵ月間ISS
にて任務を行い、日本人初の長期滞在を達成した。野口
宇宙飛行士は、2009年12月21日にソユーズにより打ち上
げられ、約5ヵ月間のISS長期滞在を開始した。

船内実験室と船外実験プラットフォームの結合

ISSの第２接合部へ結合

与
圧

部
非

与
圧

部

曝露パレット

若田宇宙飛行士の活動の様子



16

9. ISS計画で獲得したもの（1/4）
当初の意義と達成状況

宇宙ステーション計画への参
画意義※

現時点における達成状況 具体例

①宇宙科学の発展及び
地球観測の推進への
寄与

(a)軌道上の恒久的観測所として、天体・宇宙観測を開始した。

・宇宙の進化の解明に寄与する、全天X線監視装置(MAXI)（参考2）

・衛星障害等の原因究明に寄与する、宇宙環境計測ﾐｯｼｮﾝ装置
(SEDA)（参考2）

(b)「きぼう」船外実験プラットフォームに、地球観測センサを搭載し、環
境保全、防災等に資する地球観測を開始した。

・超伝導サブミリ波リム放射サウンダ（SMILES) （参考2）

P18

(1)③

②宇宙環境利用の実用
化の促進

(a)「きぼう」の完成により、宇宙環境利用のための実験環境を整備し
た。

(b)科学的知見の獲得（流体科学、材料科学、生命科学）

(c)高品質タンパク質結晶生成実験の成果を活用し、地上での創薬等
において成果が出始めているところ。

P18

(1)①、②

P19

(2)①、②

③宇宙科学技術の高度
化及びこれに伴う科
学技術一般の振興

(a)「きぼう」、「HTV」の開発を通じて、大型システム統合技術、安全評
価管理技術、有人運用技術、搭乗員関連技術等の有人宇宙活動
に関する基盤技術を獲得し、運用継続により更なる技術を獲得し、
高度化を計画。

P17

P19

(3)①

④国際社会への貢献 (a)「きぼう」の完成、HTVの成功などにより日本の技術力を実証し、国
際的にその貢献を高く評価されている。なお、日本人宇宙飛行士の
活躍も高く評価されている。

(b)25年間にわたる国際的な技術調整及び交渉等の共同作業を通じ
て、国際社会における人脈と友好・信頼関係を構築。

※1987年（昭和62年）7月 宇宙開発委員会 宇

宙基地特別部会報告「宇宙ステーションの開
発利用の本格化に向けて」より
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9. ISS計画で獲得したもの(2/4)
JEM「きぼう」の開発・運用により獲得した有人宇宙技術

○生命維持技術

宇宙空間で搭乗員の生命を
維持するための技術
•ＪＥＭ開発では、船内の温湿度制
御、空気循環技術などを修得

エンジニアリング 有人運用技術 搭乗員関連技術宇宙滞在・活動技術 輸送技術

○選抜・訓練技術

搭乗員の活動能力を高める
ための技術

○健康管理技術・
宇宙医学

搭乗員の健康を維持する

○実時間運用管制技術

有人システムを、長期間安全に運
用・利用するための技術
地上と搭乗員の連携
異常事態対応 など

○運用サポート技術
長期間の機能維持のため、点
検・交換・予防保全、及び予備
品や実験機器等の補給・回収を
行う技術

○有人ロケット技術

有人宇宙船を宇宙に輸送す
る技術。
より高い信頼性が必要。

○有人宇宙船技術

軌道上で搭乗員が活動、地
上に帰還させる技術

○無人補給技術
自立飛行、ランデブー、制御さ
れた再突入等の技術
有人施設に結合できる高い
安全性と信頼性の確保

空気再生技術、水再生
技術など

：現時点で獲得していない技術

●開発管理技術
大規模・複雑なシステムを
開発するためのマネージメン
ト技術

●安全評価・管理
技術

設計から運用まで、安全性
をより厳密に管理・
評価する技術

●信頼性管理技術
安全性を高めるため、
宇宙機の信頼性をより
厳密に管理する技術
（部品・工程管理、検証
方法など）

○他天体への
離着陸技術

月・惑星等の他天体へ着陸
し、離陸する技術

●大型システム
統合技術

大規模・複雑なシステムを
開発するための統合技術

○システム維持機能技術

有人システム構築に必要な基
盤的技術（構造、電力、通信、
熱制御など）

○活動支援技術

宇宙空間での搭乗員の活動
を支援する技術
•ＪＥＭ開発ではロボット技術などを修
得

宇宙服技術、他天体での
活動技術（作業ロボット、
移動車など）

○搭乗員の宇宙活動
技術

船外活動、宇宙船搭乗、
危機回避 など

○有人宇宙施設からの
無人回収技術

有人施設からの分離、自立
飛行、地上回収技術

：ＩＳＳ計画を通じ、獲得した技術
（現在、実運用を通じ、継続的に技術蓄積中）

○訓練・認定技術

運用管制員の運用技量を高
めるための技術

有人宇宙活動に必要な技術と、ISS計画を通じ獲得した、或いは今後獲得する技術を以下に示す。

○衛生技術
トイレ、シャワー、衛生管理など
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9. ISS計画で獲得したもの（3/4）
「きぼう」利用成果の例(1/2)

①重力に隠された物理現象、化学現象の仕組み解明

(a) 流体の対流現象に関する研究（2008年～実施中）

(b) 結晶成長機構の研究（氷、先端材料）（2008年12月～2009年6月）

②生命の環境適応能力と進化、放射線影響の研究

(a) 両生類培養細胞による細胞分化と形態形成研究（2009年3月）

(b) 宇宙での長期植物生育実験（2009年9月~11月）

(c) ほ乳動物培養細胞における宇宙環境曝露後のがん抑制遺伝子群の発現

(2009年3月）

③ ISSユニークな船外実験プラットフォームを利用した宇宙科学・地球科学

(a) 全天にわたるX線天体の長期・短期変動の観測（2009年8月~実施中）

(b) 超伝導技術サブミリ波リム放射サウンダによる地球大気の観測（2009年10月~実施中）

(1) 新たな科学的知見の創造

先端材料のモデル物質による
平面状結晶成長機構の解明

（©JAXA）

©Tokyo Univ./JAXA

μG 1G（宇宙での人口重力）

宇宙環境で発現に変化した
遺伝子を特定。

全天X線天体画像を継続的に
取得中©Riken/JAXA

（© JAXA/NiCT)

SMILESで観測したオゾン濃度及び
オゾン破壊微量大気成分濃度。観
測継続中
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①宇宙医学・有人技術研究

(a) 骨量減少・尿路結石予防の研究（2009年3月～7月）

(b) 軌道上での簡易型生体機能モニターの検証

(c) 「きぼう」船内の宇宙放射線環境・若田飛行士搭乗時の被ばく線量計測

（2009年3月～7月）

(3) 宇宙技術をはじめとする広範な技術の高度化等の促進

① 高品質タンパク質結晶生成による創薬（2009年7月～）

(a) 筋ジストロフィー治療薬（現在、動物実験段階）

(b) 新インフルエンザ治療薬（型に関係なくウィルス増殖を抑制）

(c) 副作用の少ない抗がん剤への応用

(2)社会の発展や生活の向上につながる地上活動への応用

9. ISS計画で獲得したもの（4/4）
「きぼう」利用成果の例(2/2)

② タンパク質立体構造情報に基づく機能性触媒の開発

(a) 高機能、高活性触媒開発
（プラスティック分解、セルロース分解酵素の高活性化）

宇宙(1.1Å)
（高分解能）

（提供：兵庫県立大学 樋口教授）

高品質
結晶

地上(1.8Å)




